
令和５年２月 16日（木） 

午後６時から午後８時まで 

第三庁舎 １階 313会議室 

 

令和４年度第５回みたか環境活動推進会議 議事録（要旨） 

 

＜参加者＞ 

鈴木委員、藤田委員、藤枝委員、橋本委員、籠宮委員、石原委員、大谷内委員、中島委 

員、吉永委員、大平委員、明田委員、佐野委員、指田委員、事務局 

 

＜傍聴人＞ 

  ０人 

 

＜次第＞ 

 １ 挨拶 

 

２ 事務局より事務連絡 

 

３ 議題 

 (1) みたか環境ひろばについて 

(2) 第４回環境連続講座の実施報告について 

(3) 環境講座の実施について 

(4) 令和５年度の活動内容について 

(5) 三鷹市温室効果ガス総排出量等実態調査報告（令和３年度）について 

(6) 「第４期三鷹市地球温暖化対策実行計画（第 1次改定）」について 

(7) その他 

 

４ 閉会 

 

＜議事内容（要旨）＞ 

１ 挨拶 

２ 事務局より事務連絡 

(1) 傍聴希望者報告 

傍聴希望者なし 

  (2) 会議録公開報告 

委員定数 15名のうち過半数の 13名が出席していることから、会議は有効に成立 

する旨を報告した。議事録については委員の承認を得て、公開していることを報告 

した。 

 



 ３ 議題 

(1) みたか環境ひろばについて 

編集委員長の橋本委員より、１月１日に第 82号を発行した旨の報告があった。 

次回、発行予定の第 83号の担当委員と原稿締切期限を確認した。 

 

（2）第４回環境連続講座の実施報告について 

  12月に実施した講座の様子を事務局より報告した。エコロジカル・フットプリン 

トの考え方を学ぶとともに、グループディスカッションを行い、新たなアクション 

への気づきの場となったことを共有した。 

 

(3) 環境講座の実施について 

    事務局より、実施内容の詳細と当日の流れの説明があった。当日の役割分担につ 

いて確認をした。 

 

  (4) 令和５年度の活動内容について 

    前回の全体会議での委員からの意見をふまえて、事務局から活動内容の提案があ 

った。来年度の委員改選により新任委員の選任が見込まれる。環境啓発イベントを 

企画する前に、公共施設や環境への取り組みを学ぶ機会の創出のため、６月に委員 

研修を行う案や、３月の環境講座には委員が講師を行う案の説明があった。 

 また、大谷内委員から環境に関する講座の企画の提案があった。三鷹市が 12月に 

行った「ゼロカーボンシティ宣言」に関連させた啓発の機会とできるような講師の 

候補の説明があった。また、市内の太陽光パネルの設置率を調査した中学生の活動 

の共有があった。 

 生活環境部長よりゼロカーボンシティ宣言に関する補足説明があった。ゼロカー 

ボンシティ宣言は全国約 1800自治体のうち、800数番目の宣言である旨及び、10月 

に市内で行われた「星空の街・あおぞらの街全国大会」のレガシーとして宣言され 

た背景がある旨の説明があった。 

大平委員よりコンポストを周知する機会を作るのはどうかという意見があった。 

石原委員が提案したエコぞうり作りは時間がかかるため、会場や開催時間を検討す 

る必要があるという意見があった。 

橋本委員より、委員研修などの機会を設け、主体性を高めることに賛成する意見 

があった。 

 活動内容の詳細については次年度の委員の意見を踏まえて決めていく旨の確認を 

し、事務局提案の方向性に対して、委員の承認を得た。 

 

(5) 三鷹市温室効果ガス総排出量等実態調査報告（令和３年度）について 

  環境政策課長より三鷹市温室効果ガス総排出量等実態調査結果について要旨の説 

明があった。 

 橋本委員より学校の電気事業者の選択方法について質問があり、環境政策課長よ 



り回答があった。 

 鈴木委員より太陽光パネルの設置助成に関する質問があり、環境政策課長より三 

鷹市新エネルギー・省エネルギー設備設置助成金の説明及び公共施設への設置を検 

討している旨の説明があった。 

 大谷内委員より学校の建て替えが予定されているか質問があり、生活環境部長よ 

り、建て替えが予定されている学校はないが、検討を行っている旨の回答があった。 

 

(6) 「第４期三鷹市地球温暖化対策実行計画（第 1次改定）」について 

  環境政策課長より改定スケジュールの変更点や、改定において区域施策編及び事 

務事業編の目標値が大きく変更となる説明があった。計画の内容について意見等が

ある場合、事務局へ伝えることとした。 

 石原委員より、挙げた意見がどの程度反映されて実現可能性がどの程度なのか質 

問があった。生活環境部長及び環境政策課長より、場合によっては難しいという回 

答をすることもあるが、受け取った意見は政策や計画へ反映できるか検討するため、 

ぜひ意見や希望を市へ伝えてほしい旨の回答があった。 

藤田委員より、三鷹市は電力供給において地方との連携を考えているのかとい 

う質問があり、環境政策課長よりエネルギーの融通なども考えていかなければなら 

ないと思っていると回答があった。 

 

(7) その他 

  委員の任期満了に伴い、各委員が２年間に活動を振り返り挨拶を述べた。 

 

 ４ 閉会（副会長挨拶） 


